
天文学者とサイエンスライター夫婦の異色コラボ！

天文台マダムと夫（天文学者）のここだけのおはなし

国立天文台・梅本智文さんによる講演と

天文マダムの取材話をミックスしてお届けします。

プラネタリウム通常観覧料　大人　620円　小人　310円

※当日 12:10 から 3階にて販売します。(先着 280 名 )

※入場開始は 15 分前です。 

※アクティブチケット使用可能です。

天文学者と天文台マダムの

わくわく宇宙トーク
　　　　　　国立天文台 野辺山宇宙電波観測所 助教 

　　　　　　梅本 智文 （うめもと ともふみ）

1961 年、 福岡県生まれ。

東北大学大学院博士課程修了。

理学博士。 専門は電波天文学、 星形成。

星がどのように生まれその質量がどうして決まるかを

明らかにするため、 野辺山 45m 電波望遠鏡を用いて、

私たちの天の川銀河の分子雲をくまなく観測する

レガシープロジェクト 「銀河面サーベイ (FUGIN)」 に

携わっている。 NHK 教育テレビ / 高校講座 ・ 地学の

講師も務めた （2009-12)。

サイエンスライター ・ 天文台マダム® 

梅本 真由美 （うめもと まゆみ）　　　　

長野県生まれ。 短大卒業後、 NTT 勤務を経て

広告代理店 NTT メディアスコープ （＝現 NTT アド）

で編集や企画制作に携わる。 寿退社後は天文台の魅力

にはまり 2002 年に自作ホームページ 「天文台マダム日記」

を公開。 現在はフリーのライターとして天文 ・ 宇宙分野

を中心に 取材・ 執筆活動を行っている。 天文雑誌 「星ナビ」

学研キッズネット、 国立天文台公式 web 等に連載中。

2019.12.15( 日 )13:30－15:30

■電波で輝く天の川 

   最も広大で詳しい

    天の川の電波地図づくり

■ニュースな天文学 2019 
　　 天文台マダムの取材裏話

さいたま市宇宙劇場は、さいたま市から指定管理者の指定を受け、株式会社五藤光学研究所が管理・運営しています。このチラシは 1,500 部作成し、1部あたり印刷経費は 3 円です。

※☆は不定期でイベント投映および特別投映を予定しています。詳しくはウェブサイトをご確認ください。
※第 4 土曜日の 10:30 の投映および 11/30( 土 )・12/21( 土 ) の 19:30 の投映は、
　「470 億光年の , その先へ - 宇宙のはてをさがす旅 -」となります。こちらは聴覚に障がいのある方にも
　お楽しみいただけるように、字幕が付いています。( 星空生解説 約 25 分＋字幕付き映像番組 約 20 分 )
※イベント等により、上記スケジュールが変更になる可能性がございます。

さいたま市宇宙劇場
〒330-0853 埼玉県さいたま市大宮区錦町 682 番地 2JACK 大宮 3 階 ( 大宮駅西口徒歩 5 分 )
TEL:048(647)0011 FAX:048(647)0066 http://www.ucyugekijo.jp/

写真提供：国立天文台


